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試合結果
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戦　　評 試合時間

　第1セット盛岡南は、１１番太野、１４番村山の両サイドからのオープン攻撃、対する不来方は４番佐々木

６番藤井らの速攻を中心にお互い１点を取り合う一進一退の攻防で終盤まで進が、最後は不来方１番花坂

のフェイントが決まり１セット目を先取する。

　第2セット、巻き返したい盛岡南は11番太野のライト攻撃を中心に反撃を試みるが、不来方の高いブロック

と１０番藤村のサービスでレシーブを崩され思うように攻撃できずこのセットも失う。

　第３セット、勢いに乗る不来方が序盤からリード。なんとか点差を縮めたい盛岡南は、１４番村山を投入し

反撃を試みるが、勢いは止まらず。

　不来方がこのセットも連取し、３年連続１１回目の栄冠を手にした。

※　７～１０行にまとめること。
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